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弘前市協働によるまちづくり推進審議会 会議録概要（第３回） 

日 時 平成３０年９月２７日（木曜日）１８時００分～２０時００分 

場 所 弘前市役所市民防災館３階防災会議室 傍聴者 １人 

出席者 

(18人) 

委員 

(11人) 

佐藤会長、生島会長職務代理者、松本委員、舘田委員、 

小山委員、鴻野委員、安田委員、斎藤委員、久保田委員、 

小野委員、村上委員 

執行 

機関 

（7人） 

市民協働 

政策課 

佐藤課長、堀川課長補佐、中村係長、齋藤主査、

阿保主査、村上主事、菊地主事 

会議概要 

１ 開会 

２ 議事 

「市民等のまちづくりを支援する取り組み②」 

 

【やりたいことがあり、動き出したい人への市の取り組み状況を説明】 

 

【各委員の意見等】 

会 長：前回と同じように、思いついたこと、何でも構いませんので、どしどし

出していただければと思っております。やりたいことがあり、動き出し

たい人への支援で、費用の補助、物品の提供というような形で９項目ご

ざいます。それぞれの項目ごとに色々とご意見を伺って、そして全体に

ついてご意見を伺うという方向で進めてまいりたいと思います。まずは、

やりたいことがあり、動き出したい人への費用の補助のあり方として

色々とご意見をいただければありがたいと思います。 

 

委 員：学生地域活動支援事業っていうのがあって、これは大学のコンソーシア

ムに補助金としていって、大学のコンソーシアムの運営委員のほうで審

査員になってやるっていうシステムになってますよね。そういう意味で、

個々のやり方うんぬんっていうことはともかくとして、今課題としてあ

ることは、大学生のサークルの運営費になってしまっているようなとこ

ろがあるっていうのがあります。地域活動支援事業って言うことによっ

て、大学の外に出て、地域の人たちと関わるようなイベント的なものを

やりなさいみたいなものになっているんだけれども、結局例えば、お囃
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子のサークルの人たちが老人ホームに慰問に行くにあたっての交通費と

か、パーカッションのサークルがどこかの祭りに参加するための交通費

とかになってるんですね。確かに交通費があることによって行けるって

いうのもあると思うんですけど、一方でサークル活動でそれが補助され

ることは、学生たちの交渉力を失わせているような気がして。つまり、

呼ばれるんだったら先方から出すよっていう交渉を本来であればしなき

ゃいけないことだと思うんです。そういう意味で本来の使われ方じゃな

いようになってるんじゃないかなと思うんです。ただ、一方で、そうい

う団体しか採択されないのは、他が出しにくいっていうのがあるんです

ね。なぜならば、結局６月採択で１月、２月で終わらせるとなると、学

期の途中と学期の終わりなんですよ。しかも、前期後期って大体授業が

バラバラなんですけれども、それにも全然合わなくなっちゃってて。本

来であれば学都ひろさきって言っているのだから、学生たちが地域に出

て調査活動とかをしながら、その調査の結果が還元できるような仕組み

につながればいいんじゃないかなと思うところではあるんですけれど

も、補助金のタイミングの問題。申請のタイミングとか、始まりのタイ

ミングがすごく微妙なところがあるんですね。確かに、行政から考える

と４月で年度が変わるからそうなんだと思うんですけれども、例えばそ

の補助金が貰えることがわかっていれば、前年度のシラバスの中で、じ

ゃあ来年度はこの補助金を活用してこういう調査をしようみたいな計画

ができてきたりとかするので、もう少し期日の柔軟性があると使いやす

いなということがあります。もうひとつ付け加えるというのであれば、

学生地域活動ってイベントばっかりになっちゃうけれども、大学生はイ

ベント屋ではないので。そういう意味では大学生の力にもなるような仕

掛けをするのが大学だと思うんですけれども、その大学が上手くその部

分に使えるようになるともっといいんじゃないかなというのもありま

す。 

 

会 長：支援活動事業で、あまり細かくやっちゃうと使いにくいってこともある

んでしょうけど、今言ったような、イベントだけじゃない使い方をする

ような事業の提案の仕方とか、学生だったら何でもいいですよみたいな

のじゃなくて。そういう方向を示唆してもいいのかな。 
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事務局：審査の基準とかをもっと明確にしていったりとか。 

 

委 員：その辺はコンソでも計画してるんですけど、一番は、やっぱり期日です

よね。申請の期日とか締めの部分がもう少し、大学のスケジュールに合

ってくるといいかなと思うところですね。 

 

委 員：地域除雪活動支援が少ないっていうような話もあったんですが、この除

雪については、除雪の支援の項目があまりに多いのではないかなと思い

ます。 

 

委 員：１％システムなんですけど、同じ地区でずっと同じ事業をやるのはどう

かなっていう。すごく良かったのであれば、今度違う地区でもそれをや

れるように、ここで最初にやった人が教えるみたいな。そうすると、市

全体にそういう良い事業が広がっていくのではないかと思います。 

 

委 員：質問なんですけども、自主防災組織の実績が１０団体補助っていう。そ

の１０団体っていうのは全部、地域で組織された１０団体がこの支援を

受けて申請したっていうことですか？ 

 

事務局：そうです。その年度で新規に作った団体です。 

 

委 員：今現在、町会全体の中で、この新規の１０団体含めて既存のものと合わ

せると、大体何割くらいの町会で組織されてるんですか？ 

 

事務局：まだ、全体の１０％の後半か、２割前後ってとこじゃないですかね。３

３０町会とみれば６０から７０の間くらいです。 

 

委 員：願うことであれば、全町会に組織してもらいたいわけですよね。それに

対して、やりたいことがあり、動きたい人の支援っていうことではある

んだけども、むしろ、まだやってくれないところにどうしたらいいかっ

ていう、そういう隠れた課題があるような気がしてまして。 

 

会 長：この自主防災に限って言えば、やりたいことがあるっていうより、この
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一歩前の、前回の、ああいう対応でもっと掘り起こしたほうがいいんじ

ゃないかっていうことですね。 

 

委 員：今の自主防災の件なんだけども、やっぱり事後のことを思えば自主防災

組織でまたお金がかかるわけですよ。資機材はいいんだけども、それ以

外に水とか様々な期限ものなんですね。それがかかるというのがネック

になってるところもあります。 

 

委 員：１％システム支援のところに、集約されるんですけども、やっぱりある

程度、３年ぐらいやったら、あとは自立してやってくださいよという形

に持っていかないと、同じところにばっかり。だから、そうじゃなくて、

何か良い事例を作ってもらえたならば、こういう事例があるんですよっ

ていうことを他にも紹介していけるような仕組みを作っていけば、持続

可能っていう言葉がくっついてくるんじゃないかと思うんですよ。そう

いう意味で、動き出したい人への支援っていうものが他にも展開しなけ

れば、知れ渡っていかないんじゃないかなと思うんです。 

 

委 員：当初は３年ぐらい申請すれば、その事業が自分たちで出来るようになる

んじゃないかなということだったけれども、今の話だと、来年また出す、

再来年もまた出す、ずっとこうなっていくのかなと思うと、果たしてそ

れが我々市民税の１％を使っていいのかなっていうところもあります。

ただ、活性化のほうからいけば、どんどんやってもらったほうがいいん

だけどもね。 

 

委 員：事業の中にはこの補助金が無いと成立しない事業も結構あるんです。同

時にそれは、市にとっても、市民にとっても、必要不可欠な事業ってい

うのがあります。例えば岩木山の不法に投棄されたごみをいくつかの団

体がボランティアで処分すると。根本的にやろうとすると、１，０００

万かかっても２，０００万かかっても、解決はしない問題なんですけど

も、上限５０万円の補助金を使ってもう１０年とかやってます。これは

やっぱり必要不可欠であり、やってもらわなきゃ困るし、やってくれる

という人がいる限りは是非やってほしいと。そういう事業もあるので、

一概に３年という目途で自立を目指す方向では判断できない状況にある
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ことを理解していただければと思います。 

 

委 員：全市的なものはもちろんいいと思います。だけど、同じ地区で同じ人が

対象のものは、そこだけでずっと何年もやっていいのかなっていうのは

ある。 

 

委 員：やりたいところがあればどんどん手を挙げてどんどんやってくれればい

いと思うんですよ。例えばどっかである企画をやった。そうしたら、ま

ねして他のところも出てきて、全町会でそれをやってくれれば、私たち

は大歓迎しますよ。そうなった段階では、もうこれは１％システムでは

放っておけないと、制度として市でやらなくちゃいけない事業だと、そ

うなってくると思いますよ。今はまだ、そこまでいかないものを１％シ

ステムの事業の中で扱っていると理解してます。 

 

委 員：市のほうでは、こういうすごく良いのがあるのでっていうのは他の町会

にも言ってるんですか。何かの説明会のところではお話をしてるんです

か？ 

 

事務局：そうですね。実績とかを町会に。 

 

委 員：それは誰を対象に、誰が来た時にお話をしてるんですか？ 

 

事務局：実績とかは全部の町会に。町会関係でやったやつとかは配ってますし、

NPOとかボランティア団体とかにも紙で冊子にしたのを配っています。 

 

委 員：やってはいるんですけどなかなか、新規の掘り起こしが思ったようには

いっていないっていうのが現実ですよ。 

 

会 長：物品提供の８ページの所感のところに、「除雪機の貸し出しには数に限り

があり、全ての希望に対応することが困難である。除雪機の貸し出しを

受けても従事者の確保ができず、地域の人が求める箇所の除雪をするこ

とが困難なケースが見られる。」って、こんな所感がありますけれども、

これについてはこうしたらどうですかみたいなご意見をいただけるとあ
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りがたいんですが。 

 

委 員：生活道路でブルが入れないところであれば、貸しましょうと。そこをや

ってくださいということで、経費は町会で持ってくださいと。ただ、修

理は市でしますと。そういうので、今、５０から６６の団体が借りてる

っていうから、結構貸し出ししておりますね。 

 

委 員：逆に需要に追いつかないっていう部分はあるんですか？ 

 

事務局：それは、そうですね。 

 

委 員：新規に例えば借りたいっていうところに対して、現状空きは無いってい

う時に、例えば近くにこういう町会があるんで、そこと連絡取ってシェ

アしてもらえませんかみたいな、そういうアドバイスはないんですか。

だって、一冬って言っても、毎日稼働するわけじゃないよね。もちろん、

大雪降った時に使うんだろうけども。例えば、２０分や３０分の距離で

あれば、十分お互いにシェアできる気がするんですけども。そういう工

夫も必要なのかなと。 

 

委 員：今、市役所の機械使ってますけども、個人の機械を使った場合は補助を

出すという補助対策ありますよ。 

 

事務局：ひとつ前に出てきた費用の補助の中で、個人所有の除雪機の油代とか、

あとは個人所有の融雪装置の油代とかっていうのに対してお金で補助し

てるのもあります。 

 

委 員：そういう情報っていうのは初めて聞いたんですけど。そういうのはどこ

に行けば聞けるんですか？ 

 

事務局：やる時は広報ひろさきに全部出してますし、あとホームページにも出し

てますし、タイミングが合えばラジオで広報もしてます。 

 

委 員：これを若い人にもやってもらいたいっていうことですよね。そうなると、



 7 / 15 

やっぱりそれは特典、プレゼントないと。だから、植物園が無料ですよ

とか、博物館とか。最初のきっかけとしては、そういうふうにしないと。

でないと、地域住民のっていう考えはなかなか少なくなってきてるので

はないかなと。直接的に自分に返ってくるようなものには参加するけど

っていうのをちょっと感じて。 

 

委 員：道路環境サポーターは、実績が１団体だけど、街路樹の下のところに花

植えたりする、そのことですか？ 

  

事務局：１団体だけやってますね。ちょっとハードルが高いんですよね。広さと

か道路延長とかがそれなりにあってとかっていうのがあるので、少し参

入しにくい、みんなちょっと手を挙げづらい制度ではないかなと。でも

市内を見ると、事業所さんとかでも自分達のお店の前の交差点から交差

点までをちょっと道路清掃してくれたりとか、やってる人たちがやっぱ

りいるんですけど、この制度の対象になるかというと、実はちょっと合

わないところがあって、対象になっていないです。 

 

会 長：今事務局から出たのもここの意見ということで。 

 

委 員：道路環境サポーターという非常にわかりにくいのではなく、弘前市の花

いっぱい運動とかにしたほうがわかりやすいと思うんですよ。サポータ

ーっていうのは非常にわかりにくいので、花いっぱい運動とか、そのほ

うがいいなって思います。 

 

委 員：これって、まちづくりに関わる活動に使用する物品の提供ですよね。１％

システムに出しているものも市民活動だったり、まちづくりの活動です

よね。そういうところが何かやるのにあたって、備品とか、市で持って

るもので貸し出しできるようなものがあるんだとすれば、そういうこと

だってあり得るわけですよね。例えば、祭りとかやるのにテントとか、

発電機とか。何が借りれて、それをどこにどう手続きすればいいのかっ

ていうのがわかると、すごくいいんじゃないかなって。結局市民活動っ

て、行政が行えないサービスみたいなのを自分たちで見つけてやってい

くっていうことなんだとすると、何が欲しいのかだって行政側はわかん
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ないですよね。除雪だけが市民活動なわけじゃないので。だから、むし

ろそういうところから選べていけるようなシステムがあると、もっと物

を提供することによって、まちづくりっていうのを活性化させることに

つながるんじゃないかと思いました。 

 

委 員：だから気を付けないと、単なるレンタル事業に終わってしまうという懸

念はありますよね。 

 

会 長：それでは、次に養成講座等の開催、これは前にもありましたけど、今度

はちょっと押せば動くっていうような人の講座ですが、いかがでしょう

か。配慮とか所感とかを見ていただいて、この点についてはこうしたら

いいんじゃないかっていうようなご意見をいただければ。 

 

委 員：３年ぐらい前に防災まちづくりっていうシンポジウムをやったことがあ

ってその時に、様々な防災の専門家に来てもらって講演してもらったり

とかしたんですけど、弘前市のほうでも地元なので出てもらったという

経緯があります。そうした時にやっぱり課題は何かっていうと、特にこ

こで言うならば防災マイスターなんですけれども、資格取って終わりっ

ていうことに結局なっちゃっていることなんです。そういうことについ

てどうなのかっていうことを、そのシンポジウムで防災の専門家に聞い

たことがあったんですけれども、その人はカリキュラムの中に、ただ防

災のことについて学ぶんじゃなくて、マイスターを取った後にどのよう

にそれを生かせていけるかという力量形成の部分まで含み込まないとい

けないっていう話をしてました。取るプロセスの中に、例えば自主防を

組織していくためのノウハウだとか、取った後に組織の中でそういう支

援ができていけるような仕組みを作るとか、取って終わりにならないよ

うなカリキュラムをその前に作っていくっていうことが必要だというサ

ジェスチョン（提案）があって、多分そのシンポジウムでこのサジェス

チョンが終わっちゃっているんだと思うので、今ここでそのことはお伝

えしておこうと思いました。 

 

会 長：後ろで活動機会の提供ってありますよね。マイスターの活動機会の提供

っていうのはリンクしてるんですか？ 
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事務局：マイスターに認定された人っていうのはその人が住んでる町会とかに情

報を提供したり、あとは、防災の情報が市に入ってきたらその都度教え

てあげたりっていうのはしてます。 

 

委 員：どんな資格を取るための講習会を開いても、修了したならばお声掛け役

が必ずいるはずなんですよ。私と一緒にやりませんかっていうお声掛け

役の人をやっぱり作らないと。資格は取ったけど実際何やろうかかなっ

て悩む人はいっぱいいると思うんですよ。最後にはやらなくなっちゃう

とか。そういう仲間作りのできる人をやっぱり作るというか、探すとい

うか、それがやっぱりネックだと思うんですよ。そうしないと輪が広が

らないと思うんです。ただ講習を受けて、修了証書を与えて、頑張って

くださいねでは、なかなかきっかけがないんじゃないかと思うんです。 

 

会 長：これを機会に取った人のその後の対応の仕方をもう１回作り上げるとい

うか、今までのやり方でいいかどうか、検討し直してもう少し動けるよ

うな仕組みをもう１回考え直すと。 

 

委 員：食生活改善推進員とひろさき健幸増進リーダーは会があります。食生活

改善推進員は毎月１回、１年に１０回ぐらいは研修会をやってる。ひろ

さき健幸増進リーダーも毎月１回の定例会はやってる。そういうみんな

が集まれる機会はちゃんと作っておいてる。 

 

委 員：そうすれば、他の養成講座においても、それを修了した人たちの横のつ

ながりができるような何か工夫があれば、もう少し別な動きが出てくる

かもしれないっていうことですよね。 

 

委 員：防災マイスターの養成講座を修了した方は防災士の受験資格が与えられ、

受験して合格すると防災士となります。その後は、防災士会があるので

そっちのほうに上手くリンクしていけるようになればいいのかなと思い

ます。 

 

委 員：組織ができるできないじゃなく、できた組織が機能するかどうかですよ
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ね。組織はできたんだけども、それっきりっていうのは、あまり意味が

ないっていうか。いかにそれが機能していくかっていうことがやっぱり

大事な気がしますよね。 

 

委 員：行政はそういう組織を作れるところまでもっていくシステムを作ってあ

げるっていう。そして、組織の中でもリーダー的な人がいないと仲間作

りができない。やっぱり仲間作りっていうのは必要だと思います。 

 

会 長：どうもありがとうございます。次にフォーラムの開催はいかがでしょう

か。 

 

委 員：学区単位で各町会の町会長さんや住民がいっぱい参加して、それぞれの

町会の問題を出し合う、掘り出し合って、どう解決していこうかと。今

後どうやって取り組めばいいかということをやったものがあるんです

よ。学区単位で４～５年続けたみたいですけども。町会のみなさんもあ

あいった取り組みがいいと。そして春に、それを総まとめとして、それ

ぞれの町会から発表会をやったりして。ああいう交わりが今後やっぱり

必要なんじゃないかなと思う。 

 

委 員：今、担い手というものをテーマに市でも取り組んで、町会も取り組んで

いますけども、それに結び付いていくんじゃないかなと思いますね。町

会各自の問題点が色々あって、その問題点のひとつとして町会の担い手

ということで今、市役所と取り組んでやっています。 

 

会 長：ボランティアについてはいかがでしょうか。 

 

委 員：ボランティアって言っても今回、東京都でオリンピックのボランティア

をやると、１，０００円くれるということで。それもひとつの方法かな

と思ってました。 

 

会 長：今はボランティアでもお金が出ますからね、交通費とかね。１日体験ボ

ランティアなどは、市がイメージしてるような形でボランティアが行き

渡っているものなのか、十分手助けになってるのか、どのようなもので
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しょう？ 

 

事務局：１日体験ボランティアだと、やっぱりもうちょっと参加者がほしいなと

いうのは課題になってまして、周知方法とかを今後検討していかないと

なというのはあります。 

 

会 長：やってるんだけども、もう少し参加してほしいなっていう感じなんです

ね。そういう意味では、もう少しボランティアに参加する人を増やした

いんだけども、どうしたらいいかっていう形でご意見をいただけたらい

いかなと。 

 

委 員：ボランティアはどうしても専門的な分野の人たちの集まりが多いですか

ら、例えば、裁判所を退職した人たちは法務相談という形でやるし、環

境分野だったら、環境に特定してやるものですので、専門的な分野にな

ってしまう。なかなか専門分野の中にじゃあ、一般の人が入り込めるか

って言ったら、なかなか入り込めない。だからどうしても一般的に広が

りを持つっていうことは難しいんじゃないかと思います。ただ、福祉分

野では、障がい者の車いすを押してあげるとかのボランティアができる

ので、福祉分野は結構広がりを持てるんじゃないかなと思います。 

 

委 員：ボランティアはあくまでボランティアなんだよね。強制できるものでは

ないんで。ボランティアはあくまで本人の意志で来てくださる方にお願

いするものであって、割り当てしたり強制したりするものではないんで。

だから、そういう意味では、もちろん目標の数とかは出てくるとは思う

んですけども、それが達せられないっていうことに対して、罪の意識を

持つ必要はないと思うんですよね。 

 

会 長：ボランティアに関する相談とか、コーディネートとか、体験会実施って

ありますよね。今言ったように強制じゃないんだけども、需要と供給と

いうか、こういうボランティアを欲してるっていうところを取り扱って

るわけですか？ 

 

事務局：そうですね。それの橋渡しを、ボランティア支援センターで。 
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会 長：弘前ではこういう分野が多いとか、こういう分野は少ないとかの全体像

っていうのを市民が分かるような情報提供はあるんですか？ 

 

事務局：こういうボランティアをしてくれる人が欲しい、今探してるということ

であれば、ボランティア支援センターのほうで希望してる人たちに、今

こういうボランティアをここの団体さんが探してますっていう情報を流

して、じゃあ、私たちがお手伝いしましょうとか、その日行きましょう

みたいなのでマッチングしています。あと、多分ネットとかの配信はボ

ランティア支援センターはやってないんですよね。登録してる人同士に

対する発信にちょっとまだ留まっているかなという。 

 

委 員：弘前市には、ボランティア関係のセンターって２つあるんですよ。参画

センターの中にひとつ、それから社会福祉協議会の中にもあって、市民

はひとつのものだと思ってる。 

 

委 員：例えばあとは学生のボランティアで、弘大のボランティアセンターもあ

りますし、ボランティアを取りまとめてるところがあるので、例えば、

ある人がどの場所に行っても全てのところが持ってる情報が入る仕組み

とかを作っていかなければいけないんですけど、そこは課題として。例

えばボランティア支援センターのほうで登録者が多い部分とかもありま

すし、社会福祉協議会のほうでは、ボランティアが活動する事業とか、

活動できるイベントとかが多く提供できる部分もあって、そういうとこ

ろも、タイムリーに情報交換とかができてれば、やりたい人にとっては、

もっといいセンターにはなるのかな。 

 

会 長：そういう意味では、中との連携の問題と、色々あるセンターの中におけ

る、現在の市の特徴などをはっきりさせるとかね。じゃあ、次にまちづ

くり活動に使える場所の貸し出しはいかがでしょうか。 

 

委 員：やっぱり活動する方々にとっては、意外と場所、拠点とかですね、あと

はコピー機、印刷機の需要っていうのは高いなとすごく感じていました。

ましてや、ここではパソコンも利用できるようなので、そういう場の提



 13 / 15 

供が、参画センター以外にもあったり、市で直接なくても、情報として

提供できたりするとすごくいいのかなとは思いますね。 

 

事務局：交流センターとかコミュニティ施設には印刷機とかはないです。今は、

多分、場、部屋貸しで終わってて、参画センターは印刷機だとか、パソ

コンも使えるようにはなってますけども、あくまで市内の施設でそこま

でセットでっていうところはちょっと少ないかもしれないです。 

 

会 長：現状でいけば、参画センターが備わってるぐらいだということですね。 

 

委 員：コミュニティ施設はないですよ。パソコンなんかは全部業務用で、市役

所のパソコンですから使えないです。あれば便利だけどもね。会議あっ

たり、いろんなもので緊急でやりたいっていう時は便利だけども。 

 

委 員：事務室として、自分の団体の資料だとか機材等を常に置けるブースのよ

うなものがある施設があるといいのかなっていうのは思います。あと、

公共施設の利用料金が若干高いかなっていうのがあって、減免されると、

無料もしくは半額等で利用できるとは思うんですけど、その条件が若干

厳しい場合もあるのかなっていうのがありますので、もう少し安い値段、

もしくは、減免の条件を引き下げてもいいのかなって思います。 

 

会 長：わかりました。場所の貸し出しに加えて、活動機会の提供はどうでしょ

うか。特にここで、問題になってるのは、健康づくりサポーター制度が

なかなか担い手がいないっていうことですか？ 

 

事務局：そうですね。各地区に配置したいと考えてるんですけども、全地区カバ

ーできていない。 

 

委 員：活動がわかりにくいんじゃないですか。何をやるかはっきりしてないみ

たいなところがありますよね。 

 

事務局：その活動自体もサポーターの人たちが企画してっていうことになるので。 
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委 員：けっこうその活動する地区のベースっていうか、協力がないとこの方た

ちだけが何かやろうとしても、町会の協力とかがないと動きづらい部分

がある。 

 

委 員：今のサポーターの場合は、後発なんですよ。町会連合会に保健衛生委員

会ってあるんですね。そことサポーターと、ってなったからメリハリが

なかなかつかなくなった。どっちがどっちなのかよくわからない。 

 

委 員：制度が多すぎるんだよね。一本化すればいい。 

 

会 長：それでは次に情報支援のところですが、これも含めて、今まで話を色々

出してきた中で、全部ひっくるめて、何かご意見ご感想を改めていただ

ければ。 

 

委 員：ちょっと戻るんですけど、養成講座の話のところで、健幸増進リーダー

養成講座で、今は事業終了されてると思うんですけど、一定数のリーダ

ーを養成したためっていうのがちょっと気になっていて。一定数ってい

うのが具体的に大体どれくらいの規模を指されるのかと思って。 

 

委 員：１８４人くらいですよね。 

 

委 員：じゃあ、今後は再開等は特に考えていない感じですか？ 

 

事務局：健幸増進リーダーは確か、新しく作るっていう段階から、なってくれた

人に活動してもらうという段階へ目的が変わっていっているので。 

 

委 員：次のステージへということですね。 

 

会 長：この養成講座等の活動機会の提供について、学んだことを生かせるよう

な、それに結び付けば、一番やりがいもあろうかと思います。 

 

委 員：若い世代へ対して活動へ踏み出してもらうためのアピールが課題となっ

ているってところなんですけども。例えば、学校と協力して学校の授業
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のどこかで、出前講座で行って、そういう重要性に子どもたちが気付く

ようなお話をするとか、中学校でも１回、高校でも１回、子どもたちに

そういう話をして、気運を持たせるような仕組みというか、努力があっ

てもいいのかなっていう気がしましたね。 

 

会 長：わかりました。貴重なご意見だと思いますので、ぜひまとめておいてい

ただければと思います。市民と市役所が協働していく時代の中で、こう

いう細かい市民と行政のすり合わせというのがすごく大事になってきて

るんじゃないかと思います。我々はそういう細かなところを議論してる

んだと思います。それでは事務局にお返ししますので、よろしくお願い

いたします。 

 

３ 事務連絡 

４ 閉会 

 

 


